
「紙管ＣＦＰ対策委員会」発足について 

 
                  代表  佐方 将義 

 
 
  去る 2010年 7月 1日、当組合では約 2年後に迫っている 
カーボンフットプリント制度施行に備えるべく「ＣＦＰ対策委員会」を 
発足致しました。 
当業界を取巻く環境では、ＰＲＴＲ法・ＲＥＡＣＨ規制やローズ規制 

など、さまざまな環境適正要求が高まって来ていますが 
環境ホルモン・有害物質や重金属を対象としたそれらの制度とは異なり 
温室効果ガスの排出量管理となると、もはやどの産業も例外なく対応が 
義務付けれられる事になります故、一部の紙管メーカーだけの問題では 
なくなります。 
経産省レベルでは、既に“紙製容器包装”としてのＰＣＲが策定されて 
おり、今のところ我々の紙管もその範疇に属しています。しかしながら 
当組合としては、その算出方法を全企業に強いるのは困難と判断し、紙管 
用に最適なＰＣＲ原案を立ち上げることと致しました。 
 組合員皆さまのご理解とご協力を賜りたく、存じます。 

監 修 西日本紙管  下畦理事長 
代 表 三協紙業   佐方 将義 
副代表 田中紙管   田中 真司 
書 記 日本紙管工業 浦松 様 
 

会の目的：２０１２年１２月までに国に対し 
紙管ＰＣＲ原案を申請し登録される事を目的とする。 

 


